
写
真
で
辿
る

東
彼
杵
町
の

歩
み

第
3
章

す
っ
か
り
見
慣
れ
た
身
近
な
景
色
も
、
時

間
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
の
向
こ
う
に
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
横
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

『
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
写
真
集
』（
東
彼
杵

町
教
育
委
員
会
編
）
に
は
、
町
役
場
の
記
録

の
ほ
か
、
町
に
暮
ら
す
人
び
と
の
協
力
の
も

と
に
集
め
ら
れ
た
貴
重
な
写
真
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
集
を
中
心
に
、
昔
と

現
在
の
風
景
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

小
さ
な
時
間
旅
行
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

当
時
を
知
る
人
に
は
懐
か
し
く
、
若
い
世

代
に
は
新
鮮
な
、
も
う
ひ
と
つ
の
東
彼
杵
町

が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

遠
い
日
の
郷
土
の
風
景
や
、
そ
こ
で

営
ま
れ
る
人
々
の
暮
ら
し
…
…

ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
よ
う
に
昭
和
か

ら
平
成
ま
で
の
町
の
変
遷
を
ひ
も
と
け

ば
、
き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
。
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1
変
わ
り
ゆ
く
郷
土
の
姿

上
空
か
ら
見
下
ろ
し
て
み
れ
ば
、
人
々
の
暮
ら
し
と
と
も
に
変
化
を
続
け
て
き
た
町
の
あ
り
よ

う
が
、
改
め
て
実
感
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
長
崎
自
動
車
道
の
開
通
は
、
長
崎
県
に
お
け
る
人

と
物
の
流
れ
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
い
つ
の
時
代
も
、
交
通
の
要
衝

と
し
て
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
私
た
ち
の
町
な
の
で
す
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

撮
影
、
東
彼
杵
町
周
辺
の
航

空
写
真
。

東
彼
杵
町
発
足
三
年
後
、
町

役
場
の
新
庁
舎
が
落
成
し
た

一
年
後
の
町
の
様
子
。
※

平成元年（一九八九）撮影、東彼杵町周辺の航空写真。
建設中の長崎自動車道俵坂トンネルの貫通式の翌年。
※

平成二十年（二〇〇八）撮影、東彼杵町周辺の航空写真。
前年にJR 彼杵駅の新築落成。長崎新幹線建設ルートに
ついて話し合いが進められていた。※

平成十五年（二〇〇三）撮影、東彼杵町周辺の航空
写真。
町民グラウンドが整備されている。東彼杵郡三町の合
併協議が始まったころ。※

平成二十六年（二〇一四）撮影、里
郷串島周辺の航空写真。
変化に富んだ海岸線、美しい棚田。
いつの日も変わらぬ緑豊かな風景が
広がる。※

昭
和
五
十
年
代
、
東
彼
杵
町
周
辺

の
航
空
写
真
。

新
彼
杵
港
第
一
期
工
事
完
成
、
新

千
綿
漁
港
完
成
の
前
後
。

※出典：国土地理院ウェブサイト

71 70



2
懐
か
し
き
町
並
み

長
崎
街
道
の
宿
場
町
、
彼
杵
と
千
綿
。
昭
和
期
の
町
並
み
に
は
、
昔
懐
か
し
い
古
い
宿
場
町
と

し
て
の
風
情
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
活
気
に
溢
れ
た
商
店
街
、
瓦
屋
根
を
並
べ
る
木
造
建
築
の

家
々
…
…
遠
い
日
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。

元
禄
波
止
と
八
坂
神
社

思
案
橋
か
ら

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）ご
ろ
。

彼
杵
祇
園
祭
に
て
、
神
社
を
出

る
勇
壮
な
男
た
ち
の
道
踊
り
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
彼
杵
町
町
制
記
念
、
日
の

出
写
真
館
発
行
の
写
真
よ
り
。
思
案
橋
か
ら
東
の
本
通

り
の
様
子
。
こ
の
先
に
丁
子
屋
醸
造
本
店
が
あ
っ
た
。

昭
和
初
期
の
元
禄
波
止
。「
彼
杵
名
所
」
と
し
て
、

竹
屋
自
動
車
部
発
行
の
絵
は
が
き
か
ら
。

現在の元禄波止と思案橋付近（左）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
彼
杵
町
町
制
記
念
、

日
の
出
写
真
館
発
行
の
写
真
よ
り
。
思
案
橋
か
ら

北
、
嬉
野
方
面
へ
の
本
町
通
り
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
の
港
の
様
子
。

松
の
木
は
、
戦
後
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

（
永
島
正
一
著
『
続
長
崎
街
道
』
よ
り
）
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昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）、
千
綿
女
子
農
業
学

園
か
ら
の
千
綿
宿
。
左
手
は
郡
岳
、
中
央
の
小
山
は

飯
盛
山
、
右
は
武
留
路
山
。

改
装
前
の
親
和
銀
行
彼
杵
支
店
。
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
設
立
の
彼
杵
銀
行
は
、
大
正
末
に
大
村
銀

行
彼
杵
支
店
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
親
和
銀
行
彼

杵
支
店
に
な
っ
た
。
赤
レ
ン
ガ
門
は
新
社
屋
に
移
さ
れ
た
。

彼
杵
本
陣
跡
は
明
治
期
よ
り
彼
杵
神
社
と
な
っ
て

い
る
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
の
様
子
。

（
永
島
正
一
著
『
続
長
崎
街
道
』
よ
り
）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
彼
杵
駅
通
り
。
正

面
奥
が
駅
、
右
の
門
柱
は
登
記
所
の
も
の
。

千
綿
宿

彼
杵
宿

75 74




